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2015 年 5 月 30 日午後 8 時 23 分頃，小笠原諸島西方沖の深さ 680 km 付近を震源とする Mw 7.9

の地震が発生した．第１図に防災科研 F-net によるモーメントテンソル解の推定結果を示す．東西

方向に伸長軸をもつ型に推定されている．また，防災科研 Hi-net システムによって，F-net のモーメ

ントテンソル解と同等の初動解が得られている． 
図 2 は F-net によるモーメントテンソル解カタログから，小笠原西方沖の地震の周辺で発生した

過去の地震のモーメントテンソル解を示している．今回の地震の震源付近はこれまで地震の発生が

見られない領域である．また，今回の地震より約 200 km 浅い，深さ 500 km 程度で発生する地震は，

太平洋プレートの沈み込み方向に圧縮軸を持つ型であるのに対し，今回の地震はそれとは異なって

いる． 
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４－３ 2015 年 5 月 30 日小笠原諸島西方沖の地震 
Earthquake west off Ogasawara islands on May 30, 2015 



第１図 防災科研 F-net による小笠原諸島西方沖の地震のモーメントテンソル解と Hi-net システム

による初動解． 
Fig.1 Focal mechanisms of the earthquake west off Ogasawara islands on May 30, 2015, estimated by 

NIED F-net and Hinet. 

－ 138 －



 
第２図 F-net モーメントテンソルカタログによる本震周辺の過去の地震のメカニズム解． 
Fig.2 Focal mechanism distributions of earthquakes which occurred around the earthquake west off 

Ogasawara islands on May 30, 2015 determined by NIED F-net. 
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